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（
第
六
十
五
号
掲
載
報
告
の
続
き
）

※
前
号
で
は
一
九
八
八
年
十
一
月
末
の
時
点
で
現
地
調
査
が
終
了
し
て
い
た
十
八

　
社
に
つ
い
て
、
取
材
ノ
ー
ト
に
基
づ
き
つ
つ
現
況
を
述
べ
た
。
本
号
で
は
、
そ

　
の
後
に
調
査
す
る
こ
と
の
で
き
た
三
社
を
追
加
す
る
と
共
に
、
現
存
は
し
な
い

　
が
、
他
の
神
社
を
合
回
し
た
た
め
に
社
名
が
変
わ
っ
た
り
、
も
し
く
は
他
の
神

　
社
に
合
祀
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
八
社
に
つ
い
て
も
、
併
せ
て
調
査
結

　
果
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
⑲
栃
木
県
些
事
市
台
町
二
四
六
〇
番
地
能
…
野
女
体
神
社

　
行
屋
川
の
ほ
と
り
に
鎮
座
す
。
田
町
方
面
よ
り
橋
を
渡
れ
ば
、
す
ぐ
右
手
の

小
高
い
丘
全
体
が
境
内
と
な
れ
り
。
現
在
の
社
地
は
台
町
に
属
す
る
こ
と
よ
り

す
れ
ば
、
田
町
と
台
町
は
こ
の
川
が
境
界
と
な
れ
る
が
ご
と
し
。
『
真
岡
市
史

民
浴
編
』
（
一
九
八
六
年
）
の
記
述
に
「
田
町
の
女
体
社
」
と
も
あ
る
（
九
〇
頁
）

の
は
、
か
か
る
位
置
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
誤
記
か
。
丘
上
は
平
地
だ
が
、
さ

ほ
ど
広
く
な
く
樹
木
も
ほ
と
ん
ど
な
し
。
建
造
物
と
雷
え
ぽ
、
境
内
入
口
に
建

つ
朱
の
鼠
…
居
と
三
間
切
妻
造
り
、
ト
タ
ン
葦
の
拝
殿
お
よ
び
覆
堂
に
納
め
ら
れ

た
本
殿
（
一
間
社
流
造
り
と
思
わ
る
）
の
み
。
属
居
に
は
題
額
も
な
く
、
社
名

を
記
し
た
標
柱
も
境
内
に
は
見
当
ら
な
い
が
、
拝
殿
の
額
に
「
女
体
ゐ
」
と
記

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
体
社
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
る
。
ち
な
み
に
、
「
ム
」

は
「
殿
」
の
く
ず
し
字
か
、
そ
れ
と
も
花
押
の
類
い
な
の
か
は
判
断
に
苦
し
む

（
写
真
畷
参
照
）
。
前
掲
の
『
真
岡
市
史
筆
燈
獅
』
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
針
供

養
の
際
に
当
社
に
針
を
奉
納
し
た
と
見
え
、
女
性
に
よ
る
信
仰
と
の
結
び
つ
き

が
想
定
さ
れ
る
が
、
現
在
も
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
未
確
認
。
境
内
に

ぱ
何
ら
そ
れ
ら
し
き
碑
も
な
く
、
案
内
板
も
な
し
。
と
に
か
く
、
石
塔
・
石
仏

の
類
い
も
冤
当
ら
ず
、
仏
教
色
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
の
も
、
こ
れ
ま
で
踏
査

し
た
例
と
比
較
し
て
、
や
や
不
審
。
真
岡
市
内
か
ら
は
西
北
に
日
光
連
山
、
東

南
に
筑
波
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
女
体
神
が
勧
請
さ
れ
た
こ
と
が
有
力
視
さ

れ
る
二
つ
の
山
が
、
と
も
に
望
見
で
き
る
事
実
は
意
外
と
雷
う
べ
き
か
。

　
　
　
⑳
埼
玉
県
北
埼
玉
郡
騎
西
町
芋
茎
戸
塚
女
体
神
社

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
巻
之
二
百
十
、
埼
玉
郡
之
十
二
、
芋
茎
村
の
項
）

に
見
え
な
が
ら
、
『
全
国
神
社
名
鑑
』
に
掲
載
さ
れ
な
い
女
体
社
の
一
つ
。
あ

く写真Ill＞

栃木県真岡市台町2460

熊野女体神社拝殿の額

三
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る
い
は
同
じ
町
内
の
玉
敷
神
社
（
騎
西
町
騎
西
五
五
二
番
地
）
に
合
祀
さ
れ
て

い
る
の
で
は
と
、
同
社
を
ま
ず
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
前
富
司
河
野
道
雄
氏
お
よ
び

騎
西
町
編
纂
事
務
局
主
査
正
能
晴
雄
氏
の
御
協
力
、
御
教
示
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
罵
町
芋
茎
字
戸
塚
地
籍
に
現
存
す
る
、
通
称
「
権
現
さ
ま
」
が
そ
れ
と
判

明
し
た
。
同
社
は
神
社
本
庁
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
神
社
ら
し
い
。
『
全
国
神

社
名
鑑
』
に
記
載
の
な
い
理
由
も
こ
れ
に
よ
る
か
。

　
さ
て
、
「
権
現
さ
ま
」
は
田
園
の
中
の
、
農
道
に
沿
っ
た
狭
い
一
区
画
に
鎮

座
す
る
典
型
的
な
小
社
。
社
地
の
半
分
を
こ
の
地
区
の
集
会
場
が
占
め
る
。
鳥

居
も
な
く
、
拝
殿
も
な
く
、
社
殿
は
切
妻
造
り
、
瓦
葺
の
幕
無
に
納
ま
っ
た
本

殿
一
宇
の
み
。
流
造
り
の
本
殿
（
こ
れ
は
宮
殿
と
す
べ
き
か
）
内
に
「
筑
波
男

大
神
」
（
向
っ
て
右
側
）
、
「
筑
波
女
大
神
」
（
向
っ
て
左
側
）
と
書
か
れ
た
木
製

の
御
礼
あ
り
。
筑
波
信
仰
と
の
関
わ
り
が
顕
著
に
う
か
が
わ
れ
る
。
社
殿
の
背

後
に
小
さ
な
石
碑
が
あ
り
、
「
女
丁
丁
」
の
刻
字
が
見
ゆ
。
境
内
に
樹
木
は
全

く
な
し
。
境
内
社
も
な
く
、
「
伊
勢
参
宮
記
念
碑
し
一
基
あ
る
の
み
。

　
向
い
の
農
家
の
主
婦
（
武
藤
方
）
よ
り
聞
き
取
り
す
。
「
権
現
さ
ま
し
が
女

神
を
祀
る
神
で
あ
る
こ
と
は
承
知
の
由
だ
が
、
現
在
で
は
「
女
体
さ
ん
」
と
は

呼
ば
な
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
「
養
蚕
を
や
っ
て
い
る
頃
は
筑
波
参
り
を
よ
く

し
た
が
、
養
蚕
を
や
め
て
か
ら
は
そ
れ
も
な
く
な
っ
た
」
と
の
話
は
興
味
深
い

が
、
養
蚕
と
筑
波
信
仰
と
の
関
お
り
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
上
の
聞
き
取
り
は

で
き
ず
。
な
お
、
玉
敷
神
社
の
拝
殿
前
に
は
、
大
正
八
年
（
～
九
　
九
）
に

「
筑
波
山
太
々
講
中
」
が
奉
納
し
た
狛
犬
が
一
対
あ
り
、
台
座
に
そ
の
旨
が
刻

ま
れ
る
。
奉
納
者
は
い
ず
れ
も
男
性
名
の
如
し
。
前
記
の
河
野
・
正
能
両
氏
の

お
話
に
よ
れ
ぽ
、
戦
前
に
は
こ
の
地
方
に
も
筑
波
講
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は

全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
由
。
ち
な
み
に
、
当
社
の
神
宝
「
お
獅
子
様
」
は
各

地
に
運
ば
れ
て
お
祭
り
を
す
る
が
、
女
体
神
社
が
現
存
す
る
加
須
市
船
越
が
そ

の
地
区
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
は
全
く
の
遇
然
と
も
思
え
ず
。

　
　
　
⑳
埼
玉
県
草
加
市
中
根
町
女
体
神
社

　
東
武
伊
勢
崎
線
松
原
団
地
駅
の
東
北
約
一
キ
・
、
松
原
食
品
㈱
の
隣
り
に
鎮

座
す
。
記
数
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
を
綾
瀬
川
が
纏
る
。
南
北
に
や
や
長
く
参

道
が
続
く
が
、
境
内
は
狭
し
。
入
口
の
鳥
居
の
欠
損
し
た
額
に
、
「
女
鰹
神
社
」

と
わ
ず
か
に
読
み
と
れ
る
。
拝
殿
は
な
く
、
瓦
葦
切
妻
造
り
、
石
積
式
の
本
殿

一
宇
の
み
。
内
部
に
正
面
麿
破
風
付
の
宮
殿
あ
り
。
境
内
社
は
二
社
、
草
加
市

史
調
査
報
告
書
第
三
集
『
草
加
の
社
寺
』
（
一
九
八
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
稲
荷

社
と
御
山
社
ら
し
い
。
参
道
両
側
に
天
保
三
年
（
一
八
三
一
～
）
奉
納
の
石
燈
楼

二
期
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
銘
の
青
面
金
牌
庚
申
塔
あ
り
。
後
者
の
庚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

申
塔
に
は
「
本
願
施
主
清
水
製
鋼
ハ
衛
　
濟
藤
忠
右
衛
門
」
、
「
助
願
施
主

當
村
中
　
結
縁
衆
　
善
男
善
女
…
…
し
と
の
刻
銘
が
判
読
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、

善
男
女
と
し
て
記
さ
れ
る
十
一
人
が
い
ず
れ
も
女
性
名
で
あ
る
こ
と
は
注
囲
に

値
す
る
が
、
本
願
施
主
が
男
性
で
あ
る
点
か
ら
す
る
と
、
必
ら
ず
し
も
当
社
が

女
性
の
み
に
よ
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
な
ら

ん
。
他
に
明
和
五
年
（
　
七
六
八
）
氏
子
増
田
氏
奉
納
の
手
水
石
あ
り
。

　
当
社
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
百
三
十
八
、
足
立
郡
之
四
、
中
曽

根
村
の
項
に
「
女
三
社
胴
獅
劔
蔚
融
り
、
宋
社
、
稲
荷
社
」
と
あ
る
も
の
に
あ
た
る
。

前
掲
の
『
草
加
の
社
寺
駈
2
3
頁
、
9
6
頁
の
記
載
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
年
（
　

九
〇
七
）
五
月
二
十
　
日
に
旭
神
社
（
現
草
加
市
金
明
＝
三
三
一
番
地
に
鎮
座
。

明
治
四
十
年
に
社
号
を
氷
川
神
社
か
ら
旭
神
社
に
改
称
し
、
同
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
近
隣
三
十
六
社
を
合
祀
し
た
と
あ
る
）
に
合
祀
さ
れ
た
が
（
典
拠
は
示

し
て
い
な
い
が
『
神
祉
明
纈
帳
』
に
拠
る
か
）
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

藍
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に
新
社
殿
が
旧
地
に
再
建
さ
れ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
の
由
。
し
か
し
、

『
全
国
神
社
名
鑑
』
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も
神
社
本

庁
へ
未
登
録
の
神
社
か
。

　
　
　
⑳
　
神
導
爆
県
川
崎
市
高
津
区
馬
絹
九
八
六
番
地
　
馬
絹
神
社

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
六
十
二
、
橘
樹
郡
之
五
、
馬
絹
村
の
項
に
所

見
の
あ
る
「
女
膿
権
現
社
」
は
、
現
在
川
崎
市
高
津
区
馬
絹
に
鎮
座
せ
る
馬
絹

神
社
に
合
祀
さ
れ
る
。
同
神
社
境
内
入
口
に
建
つ
「
馬
絹
神
社
建
設
の
碑
」
の

碑
文
を
左
に
掲
ぐ
。

　
　
馬
絹
禅
社
ぱ
古
き
蒔
代
よ
り
、
地
域
住
民
の
守
り
神
と
し
て
、
人
々
か
ら

　
　
崇
敬
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
　
御
祭
神
は
伊
邪
那
美
命
で
あ
り
、
縁
結
び
の
神
、
開
運
の
神
と
し
て
、

　
　
広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
御
神
木
千
年
掛
松
が
あ
り
、
頼
朝
公
、
袖
掛
の
松
と
伝
え
ら
れ
て
お
り

　
　
ま
す
。
古
文
書
に
女
体
権
現
の
社
地
と
し
て
、
置
反
二
畝
歩
と
記
録
さ
れ

　
　
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
明
治
囲
十
三
年
三
月
、
女
体
神
社
、
八
幡
神
社
、
三
島
神
祉
、
熊
野
神

　
　
社
、
白
山
神
社
を
統
合
し
、
神
明
神
社
と
改
称
、
村
社
に
成
っ
た
由
緒
あ

　
　
る
神
社
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
昭
和
罎
十
五
年
六
月
、
社
殿
の
老
朽
化
に
伴
い
、
本
殿
神
楽
殿
の
建
設

　
　
を
決
議
し
、
十
年
の
歳
月
を
経
て
昭
和
五
十
四
年
十
月
、
神
楽
殿
が
完
成

　
　
し
ま
し
た
。

　
　
　
昭
和
五
十
八
年
七
月
、
役
員
会
を
開
催
し
、
本
殿
の
建
設
を
決
定
、
翌

　
　
五
十
九
年
一
月
、
篤
厚
神
社
建
設
委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
三
年
計
画
を
以

　
　
っ
て
建
設
に
着
手
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
、
総
費
用
二
億
五
千
万
円
を
要

し
て
落
成
の
運
び
と
な
り
、
社
名
を
馬
絹
神
社
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
馬
絹
神
社
の
建
設
に
当
り
、
百
六
十
余
名
の
建
設
委
員
を

始
め
、
賛
同
者
各
位
の
多
大
な
る
御
尽
力
御
寄
進
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
碑
を
建
て
、
永
く
後
世
に
伝
え
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

昭
和
六
⊥
T
一
年
十
・
［
国
士
口
軽

　
　
　
　
　
　
馬
絹
神
社
宮
司

　
　
　
　
　
　
馬
絹
神
社
奉
賛
会
会
長

　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
謝
会
長

　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
副
会
長

都石榴長

倉渡唐崎

政武茂範

信松男城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
田
茂
男
撰
文
謹
書

　
こ
れ
に
よ
り
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
か
つ
て
の
女
体
神
社
の
社

地
に
村
内
の
八
幡
・
白
山
・
三
韓
・
熊
野
の
四
祉
が
合
祀
さ
れ
て
神
明
神
社
と

な
り
、
つ
い
で
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
の
新
本
殿
完
成
を
機
に
、
さ
ら

に
馬
絹
神
祉
と
改
称
さ
れ
た
経
過
が
知
ら
る
。
す
な
わ
ち
、
当
社
は
馬
絹
村
の

女
艦
権
現
社
の
後
身
と
み
て
よ
い
。
当
社
が
立
地
す
る
の
は
国
道
二
四
六
号
の

沿
線
に
あ
る
小
高
い
丘
の
一
つ
だ
が
、
周
辺
に
は
社
宅
・
マ
ン
シ
・
ン
等
が
林

立
し
、
ま
た
武
蔵
野
線
の
高
架
も
あ
る
な
ど
今
季
し
て
お
り
、
社
地
へ
た
ど
り

着
く
ま
で
に
難
儀
す
。
境
内
入
口
か
ら
社
殿
ま
で
急
な
参
道
が
続
く
。
両
側
に

真
新
し
い
石
燈
楼
が
ぎ
っ
し
り
と
並
ぶ
光
景
は
壮
観
。
拝
殿
は
権
現
造
り
、
本

殿
は
神
明
造
り
か
。
拝
殿
の
向
っ
て
左
側
に
も
摂
社
の
神
明
祉
あ
り
。
当
社
は

い
つ
頃
か
、
伊
勢
信
仰
の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
如
し
。
境
内
に
は
古
木
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
全
体
と
し
て
古
社
の
面
影
は
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
ず
。

　
　
　
⑳
　
埼
玉
県
北
足
立
郡
吹
上
町
袋
町
道
上
二
四
八
番
地
　
袋
神
社

薫
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『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
臨
巻
之
二
酉
十
六
、
埼
玉
郡
之
十
八
、
袋
村
の
項
に

所
見
の
あ
る
「
女
童
社
僧
は
、
現
在
北
昆
立
郡
吹
上
町
袋
に
鎮
座
せ
る
袋
神
社

に
合
祀
さ
れ
る
。
そ
の
旨
は
『
吹
上
町
史
臨
（
一
九
八
○
年
）
に
も
指
摘
さ
れ

る
が
（
典
拠
は
『
神
社
明
細
嬢
』
等
）
、
こ
こ
で
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

建
立
の
袋
神
社
碑
の
碑
文
を
次
に
示
す
。

　
　
袋
神
社
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
三
位
鋤
公
等
男
爵
灘
澤
榮
～
築
額

　
　
秩
父
之
山
野
嶢
突
兀
拳
然
懸
蒔
於
葬
蒼
之
中
刀
根
之
水
菰
禰
回
忌
涯
焉
奔

　
　
筆
工
廣
野
脂
漏
斯
山
斯
水
襟
帯
流
峙
關
成
職
湿
日
武
蔵
野
挙
手
忍
邨
大
字

　
　
袋
其
一
聯
邑
也
古
荒
川
逆
水
環
流
熱
型
六
器
濁
点
故
名
云
居
毒
素
撲
勤
奉

　
　
公
敬
神
四
隣
云
為
規
範
郷
内
素
有
真
髄
伊
奈
利
諏
訪
天
神
雷
氷
川
六
祠
歳

　
　
時
伏
腰
敬
祀
奉
誠
明
治
四
十
五
年
宮
紫
合
祀
諸
祠
於
女
学
神
社
大
正
二
年

忌
　
改
構
邪
神
社
為
一
郷
之
城
紅
鮭
二
年
大
正
四
年
秋
　
　
天
皇
墾
登
極
之
大

　
　
典
郷
人
感
誠
醸
即
興
工
新
藤
蔓
宇
至
五
年
二
月
工
畢
　
今
試
鞍
覆
薦
仰
望

　
　
秩
嶺
之
鷹
蒔
乎
天
際
虚
言
刀
水
之
貫
流
干
忍
野
崇
高
之
氣
勤
正
之
籔
自
生

　
　
孤
高
虚
器
之
風
範
顧
日
露
之
役
壮
丁
従
箪
老
弱
報
致
闘
郷
一
致
使
我
閣
閻

　
　
永
與
山
川
娩
美
考
威
敬
神
奉
公
斯
俺
也
傳
選
書
之
大
事
在
祀
興
戎
是
此
之

　
　
謂
臓
銘
田

　
　
　
　
　
山
清
水
淋
　
草
木
券
芳
　
建
祠
雛
祭
　
難
風
淳
良

　
　
　
　
　
従
戎
報
効
　
忠
烈
煙
二
　
百
神
継
継
　
鑛
徳
孔
彰

　
　
大
正
五
年
丙
辰
七
月
　
衆
議
院
議
員
　
指
田
義
雄
撰
慰
書

　
こ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
近
隣
に
あ
っ
た
女
体
・
研
羅
利
・
諏
訪
・
天
神
・
雷
・
氷

川
の
六
祉
が
、
明
治
鱈
十
五
年
（
一
九
＝
一
）
に
窟
命
に
よ
り
女
体
神
社
に
合

祀
さ
れ
、
つ
い
で
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
ぱ
袋
神
社
と
改
称
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
現
社
地
は
か
つ
て
の
女
体
神
社
の
祉
地
と
言
う
べ
し
。

境
内
は
さ
ほ
ど
広
く
な
く
、
古
木
も
少
な
し
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
正
薗
に
入
母

屋
造
り
、
ト
タ
ン
葺
の
拝
殿
、
お
よ
び
一
婦
社
流
造
り
の
本
殿
（
切
妻
造
り
の

覆
堂
に
入
る
）
あ
り
。
参
道
に
あ
る
二
組
の
燈
楼
に
は
各
々
宝
永
五
年
（
一
七

〇
八
）
と
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
銘
が
判
読
さ
る
。
境
内
末
社
と
し
て
宇

賀
神
・
天
満
天
神
・
雷
神
あ
り
。

　
付
近
に
如
台
山
西
福
寺
（
墓
琶
宗
）
あ
り
。
か
つ
て
の
別
当
寺
な
り
。
当
寺

は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
「
女
装
山
幕
弥
陀
院
と
帯
す
」
と
も
記
さ
れ
る

こ
と
よ
り
す
れ
ぽ
、
現
山
号
の
「
如
体
山
」
は
女
体
山
の
宛
字
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
（
現
在
の
本
尊
は
不
動
明
王
像
だ
が
、
旧
本
尊
ら
し
い
阿
弥
陀
如
来
座

像
が
庫
裏
に
安
置
さ
る
）
。
本
堂
須
弥
壇
の
脇
に
厨
子
入
り
の
女
神
立
像
あ
り
。

住
職
井
上
野
蒜
氏
は
こ
れ
を
1
6
女
体
社
の
御
神
体
、
奇
稲
田
姫
像
か
と
謬
う
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
鮎
に
「
女
騰
祉
鰯
肋
撒
鍵
備
州
鞍
懸
辮
ば
」
と
あ
れ
ぽ
、
こ
の

推
定
に
誤
り
な
か
ら
ん
（
写
真
W
参
照
）
。
保
存
が
良
く
、
色
彩
も
鮮
や
か
。

と
く
に
衣
文
に
残
る
綴
金
文
様
は
見
事
と
言
う
べ
し
。
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
現

地
調
査
で
は
、
最
大
の
発
見
で
は
な
か
ら
ん
と
思
う
。
岩
座
上
に
立
ち
、
左
手

に
繭
を
持
つ
の
は
養
蚕
の
神
と
し
て
信
侮
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
か
、
そ
れ
と

く写真Iv＞

埼玉県北足立郡吹上町袋97

如台山西福寺断蔵の奇稲1日姫像

（女体神社の暇御神体か）

漏
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も
奇
稲
田
姫
の
ご
く
一
般
的
な
姿
態
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
、
今
後
検
討
を
要
す
。

尚
、
『
箪
・
加
の
社
寺
』
に
よ
れ
ぽ
、
既
出
の
草
加
市
中
根
町
の
女
体
社
に
も
、

か
つ
て
御
神
体
と
し
て
木
造
女
神
像
が
あ
っ
た
と
の
由
。

　
西
鶴
寺
の
近
辺
に
「
筑
波
」
の
晦
名
あ
り
。
こ
の
地
名
は
終
戦
後
に
付
け
ら

れ
た
も
の
で
、
現
在
は
こ
の
あ
た
り
に
筑
波
山
に
関
わ
る
信
仰
や
伝
承
は
な
い

と
の
こ
と
。
袋
地
区
か
ら
は
東
方
に
筑
波
山
が
よ
く
見
え
る
の
で
、
そ
の
こ
と

が
起
源
ら
し
い
と
ば
住
職
が
知
人
に
問
い
合
わ
せ
て
得
た
話
。

　
　
　
⑳
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
鷲
宮
町
鷲
窟
一
丁
丈
六
三
一
号
鷲
宮
神
社

　
鴨
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
二
軸
十
一
、
埼
玉
郡
之
十
三
、
上
内
村
の
項

に
所
見
の
あ
る
「
信
愛
罐
現
祉
」
は
、
現
在
鷲
宮
町
鷲
宮
一
丁
邑
に
鎮
座
す
る

鷲
宮
神
社
に
合
杷
さ
る
。
境
内
に
建
つ
合
紀
碑
に
次
の
如
く
あ
り
。

　
　
武
蔵
國
南
埼
玉
郡
鷲
宮
邨
諸
社
合
祀
碑

女
艦
社
単
座

稲
荷
社
葛
梅

稲
荷
社
久
杢
即
、

稲
荷
社
中
妻
高
浦

天
神
社
中
妻
道
下

）
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

稲
荷
社
上
皇
砂
原

沼
枝
社
門
内
砂
原

日
枝
二
上
内
一
名

湯
殿
社
上
内
衙

菅
公
社
上
内
鰐
乃
道

神
朋
閃
社
財
内
間
乃
道

愛
宕
社
葛
梅
七
曲

稲
荷
社
鷲
宮
町
瓦

窯
伸
何
社
鷲
宮
中
島

諏
訪
社
獲
昂
下
新
井

　
　
マ
つ
コ

　
　
各
十
有
五
座
右
明
治
圏
十
年
七
月
奉
遷
干
鷲
宮
神
社
殿
内
合
而
祀
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
罎
十
二
年
十
一
月
立
石

　
す
な
わ
ち
、
明
治
罎
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
周
辺
の
十
四
社
と
共
に
当
社
に

合
祀
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
る
。
偶
然
出
機
神
社
を
訪
ね
て
判
明
せ
し
事
実
な
り
。

尚
、
当
社
は
『
吾
妻
鏡
』
に
初
見
あ
る
古
社
で
、
多
く
の
中
世
文
書
を
伝
存
せ

る
由
。
女
体
祉
の
旧
社
地
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
寿
徳
寺

（
真
言
宗
、
鷲
宮
町
上
畳
）
の
住
職
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
寺
か
ら
三
百
メ
ー
ト

ル
ぽ
か
り
離
れ
た
と
こ
ろ
に
子
供
の
頃
は
そ
れ
ら
し
き
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

現
在
は
畑
地
化
し
て
定
か
に
は
確
認
で
き
ず
。

　
　
　
⑳
埼
玉
県
久
喜
市
江
面
；
西
五
番
地
久
伊
豆
神
社

　
久
喜
市
史
調
査
報
告
書
第
三
集
『
久
喜
の
祭
り
と
行
事
』
（
一
九
八
縢
年
）

に
よ
れ
ぽ
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
七
月
十
六
日
に
、
白
山
・
神
明
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

厳
島
・
第
六
天
・
稲
魂
・
大
六
天
・
女
体
宮
を
現
久
喜
市
砂
面
に
鎮
座
す
る
久

伊
豆
神
社
に
合
祀
し
た
冒
が
知
ら
る
。
こ
の
女
体
宮
と
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
』
巻
之
二
百
十
一
、
埼
玉
郡
之
十
三
、
江
面
村
の
項
に
「
女
髄
権
現
社
」

と
見
ゆ
る
も
の
な
り
。
久
伊
豆
神
社
を
訪
れ
し
が
、
前
項
の
鷲
窟
神
社
の
如
き

金
亡
母
は
見
あ
た
ら
ず
。
当
社
は
東
北
自
動
車
沿
い
に
立
地
。
境
内
は
狭
く
、

樹
木
も
少
な
し
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
正
面
に
真
新
し
い
入
母
屋
造
り
の
拝
殿
と
、

奥
に
覆
堂
入
り
の
本
殿
（
社
殿
の
造
り
は
不
明
）
あ
り
。
本
殿
の
向
っ
て
左
手

に
石
碑
三
憾
あ
り
。
ま
ず
一
つ
は
「
男
躰
神
社
離
昇
神
社
社
宮
司
神
社

志
羅
山
神
社
」
の
四
神
社
名
を
横
に
列
記
し
た
も
の
。
建
立
の
趣
覆
は
不
明
だ

が
、
裏
面
に
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
一
月
の
年
紀
と
、
村
社
久
伊
豆
神
言

氏
子
総
代
野
口
藤
吉
ほ
か
三
名
と
区
長
、
社
掌
な
ど
の
建
立
者
の
名
を
記
す
。

合
祀
碑
の
一
種
か
と
も
思
え
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
前
記
二
神
名
が
あ
る
は
ず
。

男
体
・
女
体
の
双
方
が
見
え
る
と
こ
ろ
が
ら
、
む
し
ろ
筑
波
山
信
仰
と
関
わ
り

の
あ
る
も
の
か
。
他
の
二
つ
の
碑
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
建
立
の
正
一

位
稲
荷
大
明
神
碑
と
昭
和
三
十
三
年
（
　
九
五
八
）
建
立
の
俳
勢
参
宮
記
念
碑

な
り
。
他
に
比
較
的
大
き
な
境
内
社
あ
る
も
神
名
不
明
。
参
道
脇
の
手
水
石
に

は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
年
紀
と
「
別
當
善
徳
寺
」
の
刻
銘
あ
り
。
境
内

横
の
広
場
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
興
じ
る
古
老
の
話
に
よ
れ
ぽ
、
当
社
の
周
辺
は

も
と
善
徳
寺
の
田
地
な
り
し
由
。
尚
、
安
養
山
善
徳
寺
（
真
言
宗
、
久
喜
市
江

鴛
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面
八
六
四
番
地
）
を
訪
れ
し
が
、
応
待
に
出
た
住
職
夫
人
は
女
体
社
の
旧
社
地

を
知
ら
ず
と
の
こ
と
。

　
　
　
⑳
埼
玉
県
久
喜
市
野
久
喜
五
九
六
番
地
太
田
神
社

　
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
十
一
巻
、
埼
玉
郡
村
誌

巻
之
十
一
、
古
久
喜
村
の
項
に
所
見
さ
れ
る
二
社
の
「
女
体
社
」
（
こ
れ
は

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
見
え
ず
）
は
、
現
久
喜
市
野
久
喜
の
太
田
神
社

に
合
祀
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
久
喜
市
史
調
査
報
告
書
第
一
集

『
地
誌
』
（
一
九
八
三
年
）
や
前
掲
の
同
心
三
品
『
久
喜
の
祭
り
と
行
事
』
な

ど
に
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
境
内
に
建
つ
合
祀
碑
に
よ
っ
て
も
明
確
に
知
ら
る
。

次
に
そ
の
碑
文
を
引
用
す
。

　
　
太
田
神
社
由
来
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
鉱
－
十
…
月
左
の

稽
魏
神
社
雛
軸

女
体
神
社
舟
唄

稲
荷
神
社
上
宿

香
取
神
社
香
取

青
瀧
神
社
幽
来
野

稲
荷
神
社
丸
島

諸
社
を
合
麗
し
て
改
称
す

白
山
神
社
本
説

浅
間
神
社
本
田

女
体
神
社
秘
露

浅
間
神
社
中
島

神
明
神
社
露
の
坪

　
　
　
　
昭
和
三
十
二
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
社
本
庁
顧
問
文
学
博
士
　
河
野
省
三
書

　
　
　
　
　
　
　
　
※
裏
に
世
話
人
・
協
力
者
等
の
氏
名
を
記
す
が
省
略
す
。

　
こ
の
碑
文
の
建
立
さ
れ
た
の
は
半
世
紀
後
の
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

で
あ
り
、
そ
の
文
面
も
意
味
が
や
や
取
り
に
く
い
が
、
明
治
鱈
十
年
に
女
体
社

二
社
を
含
む
合
計
十
社
が
階
調
神
社
に
合
祀
せ
ら
れ
、
こ
れ
が
さ
ら
に
太
田
神

社
と
改
称
さ
れ
た
経
緯
を
示
す
と
理
解
さ
れ
る
（
前
掲
『
地
誌
』
所
出
の
『
神

社
明
細
帳
』
で
も
同
様
の
趣
旨
が
記
さ
れ
る
。
但
し
、
合
祀
さ
れ
た
日
付
は
同

年
八
月
十
七
日
、
十
月
三
日
、
十
｝
月
十
】
日
と
、
三
次
に
わ
た
っ
て
段
階
的

に
禽
祀
さ
れ
た
も
の
の
如
し
）
。
太
田
神
社
の
現
況
は
、
周
囲
を
宅
地
に
囲
ま

れ
て
境
内
は
狭
ま
り
、
参
道
入
口
も
わ
か
り
に
く
い
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
正
面

に
入
母
屋
造
り
、
本
瓦
葺
の
樺
殿
、
そ
の
背
後
に
流
造
り
、
銅
板
葺
の
本
殿
が

続
く
。
境
内
社
と
し
て
浅
間
神
社
、
稲
荷
神
社
等
二
、
三
あ
り
。
ま
た
、
明
治

四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
お
よ
び
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
銘
の
「
伊
勢
太
々

神
楽
」
碑
あ
り
。
女
体
社
の
か
つ
て
の
所
在
地
は
、
『
武
蔵
国
郡
村
誌
臨
の
記

事
や
前
引
の
合
祀
碑
か
ら
古
久
喜
と
和
田
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
隠

社
地
ま
で
は
確
認
で
ぎ
ず
。
各
々
の
別
当
寺
も
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
縣
に

こ
れ
ら
の
女
体
祉
が
登
載
さ
れ
て
な
い
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
す
る
ほ
か

な
し
。

　
　
　
⑳
　
東
京
都
大
田
区
東
嶺
町
三
一
番
一
七
号
　
白
山
神
社

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
四
十
四
、
蕉
原
郡
之
六
、
嶺
村
の
項
に
見
え

る
「
女
磯
権
現
社
硯
酷
魎
靴
磁
鍵
喉
翻
葛
縄
賄
敷
灘
鳩
胱
鰍
賄
り
ば
が
当
社
の
こ
と
ら
し
い
。

『
大
田
区
史
（
資
料
編
）
毘
俗
』
（
一
九
八
三
年
）
第
四
章
第
一
節
の
「
神
社
の

変
遷
し
の
と
こ
ろ
に
、
『
東
京
府
史
料
』
『
神
社
明
細
帳
』
等
に
拠
り
つ
つ
、
明

治
末
期
に
社
号
が
改
め
ら
れ
た
旨
を
記
す
。
環
八
通
り
に
面
し
た
社
地
は
ほ
ぼ

方
形
。
境
内
は
や
や
広
い
が
樹
木
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
中
央
に
寺
院
建
築
を
思

わ
せ
る
入
母
屋
造
り
、
瓦
葺
の
本
殿
一
宇
が
ポ
ツ
ン
と
建
つ
の
み
。
背
面
に
出

張
り
の
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ぽ
、
こ
れ
は
覆
堂
を
兼
ね
た
拝
殿
で
、
本
殿
は

内
部
に
あ
る
と
み
る
べ
き
か
。
正
面
軒
下
の
唐
獅
子
の
彫
物
は
見
事
だ
が
、
建

築
年
代
は
近
世
末
以
後
の
も
の
と
思
わ
る
。
境
内
に
あ
る
も
の
と
書
え
ぽ
、
入

口
の
社
号
を
刻
し
た
標
柱
、
石
鳥
居
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
奉
納
の

柔
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狛
犬
一
対
、
力
石
二
個
、
忠
魂
碑
一
基
、
お
よ
び
左
隅
の
神
楽
殿
、
社
務
所
な

ど
。
境
内
社
や
庚
申
塔
の
類
い
が
全
く
見
あ
た
ら
な
い
の
は
不
審
。
案
内
板
も

な
い
た
め
、
女
体
社
を
合
伸
し
た
事
実
は
現
状
か
ら
は
推
し
測
り
が
た
し
。
西

方
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
と
こ
ろ
を
多
摩
川
が
流
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
て
る

　
　
　
⑳
　
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
吉
川
町
論
告
六
九
騒
番
地
　
武
輝
神
社

　
J
R
武
蔵
野
線
吉
川
駅
の
北
七
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
中
川
沿
い
に
立

地
。
境
内
入
口
の
案
内
板
に
よ
っ
て
、
当
社
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に

「
武
輝
」
の
社
号
に
改
め
（
旧
社
号
は
香
取
祉
ら
し
い
）
、
つ
い
で
明
治
四
十

五
年
（
一
九
＝
一
）
の
「
神
祉
合
祀
令
〕
に
基
づ
い
て
「
女
体
様
」
を
含
む
六

神
十
一
祉
を
合
配
し
た
旨
が
知
ら
る
。
女
体
様
と
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

巻
之
三
十
幽
、
葛
飾
郡
五
十
五
、
損
藤
村
の
項
に
「
女
膿
社
勅
筆
髄
訓
籐
融
畷
欝
訟
励
、

㍑
一
触
詳
」
と
見
え
る
も
の
に
あ
た
れ
り
。
旧
社
地
は
不
明
だ
が
、
前
記
の
案
内

板
に
よ
れ
ぽ
「
川
藻
川
岸
」
に
鎮
座
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
現
在
の
武
輝
神

社
よ
り
さ
ら
に
西
の
、
中
規
の
す
ぐ
ほ
と
り
に
あ
っ
た
も
の
か
。
さ
て
、
武
輝

神
社
の
境
内
に
は
比
較
的
樹
木
が
多
い
が
、
さ
ほ
ど
古
木
と
思
わ
れ
る
も
の
は

な
し
。
社
殿
は
入
母
屋
造
り
、
ト
タ
ン
蔓
の
拝
殿
、
お
よ
び
流
造
り
、
ト
タ
ン

葺
の
覆
革
入
り
の
本
殿
。
他
に
境
内
社
二
社
あ
る
が
、
神
名
は
不
詳
。
本
殿
背

後
に
水
天
宮
、
稲
荷
大
明
神
な
ど
の
石
門
が
数
基
あ
り
。
そ
の
一
つ
に
は
延
享

懸
年
（
一
七
四
七
）
銘
が
判
読
可
能
。
当
所
か
ら
ぱ
東
遠
方
に
筑
波
山
を
く
っ

き
り
と
望
見
で
き
る
。

　
　
　
⑳
埼
玉
県
悲
葛
飾
郡
吉
川
町
下
内
規
八
〇
二
番
地
大
岩
神
社

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
瓢
巻
之
三
十
四
、
葛
飾
郡
之
十
五
、
下
内
用
村
の
項

に
「
女
舞
擢
現
社
五
誹
…
へ
露
離
離
み
譲
掛
一
宇
u
も
謝
鐡
辮
鰍
紗
か
し
と
あ
り
、
当
村
の
鎮

守
社
と
し
て
女
体
社
が
五
社
も
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
る
。

『
角
周
日
本
地
名
大
辞
典
1
1
埼
玉
県
』
（
一
九
八
○
年
）
に
よ
る
と
、
こ
の
五

社
は
い
ず
れ
も
現
吉
川
町
下
内
川
の
大
岩
神
器
に
合
肥
さ
れ
て
い
る
由
。
『
新

編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ぽ
当
量
に
は
他
に
天
神
社
二
社
が
見
え
る
が
、

『
全
屡
神
社
名
鑑
』
で
は
吉
川
町
の
下
内
川
地
区
の
神
社
は
大
岩
神
社
の
み
な

の
で
、
天
神
社
も
当
祉
に
合
祀
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
か
。
『
吉
馬
町
史
輪
は
未

刊
で
あ
り
、
吉
掛
町
教
育
委
員
会
編
『
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
　
よ
し
か
わ
地
名

編
』
（
一
九
八
二
年
）
に
も
、
こ
の
点
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
今
後
検
討
を

要
す
。

　
さ
て
、
大
山
石
神
社
は
入
母
屋
聴
煙
り
、
ト
タ
ン
苗
算
の
三
殿
が
｝
｛
予
の
み
。
こ
れ

は
拝
殿
で
内
部
に
本
殿
を
有
す
る
形
式
な
の
か
、
そ
れ
と
も
本
殿
で
内
部
に
宮

殿
を
有
す
る
も
の
な
の
か
は
、
外
見
上
で
は
に
わ
か
に
判
断
し
が
た
し
。
狭
い

境
内
に
は
他
に
、
昭
和
三
年
（
一
九
三
三
）
建
立
の
籍
居
、
石
高
楼
一
対
、
狛

犬
一
対
、
昭
和
八
年
奉
納
の
敷
石
一
基
、
お
よ
び
境
内
社
と
し
て
「
浅
間
大

神
」
な
ど
の
石
祠
が
三
業
あ
り
。
社
地
の
東
方
数
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
を
江

戸
川
が
繭
北
に
貫
流
す
。
あ
た
り
は
一
面
に
田
園
地
帯
が
広
が
る
が
、
神
社
の

周
辺
だ
け
は
人
家
が
建
ち
並
び
、
集
落
を
形
成
す
。
隣
接
し
て
岩
間
山
正
覚
院

あ
り
。
前
掲
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
記
事
に
照
ら
し
て
、
五
社
の
女
体
社

の
い
ず
れ
か
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
し
。
従
っ
て
、
や
は
り
大
岩

神
社
の
社
地
は
い
ず
れ
か
の
女
体
社
の
祉
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
る
。

※
以
上
の
ほ
か
に
、
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
吉
川
町
上
内
川
｝
＝
二
番
地
の
内

　
川
神
社
と
、
神
奈
周
県
横
浜
市
金
沢
区
富
岡
東
四
丁
弱
の
宮
田
岡
八
幡
宮

　
の
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
巻
之
三
十
臨
、

　
葛
飾
郡
之
十
五
、
上
甑
川
村
の
項
に
「
女
農
罐
現
社
四
」
と
見
え
、
同

七
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書
巻
之
七
十
六
、
久
良
岐
郡
下
四
の
富
驚
村
の
項
に
「
女
主
権
現
社
し

と
見
え
る
が
、
『
全
国
神
社
名
鑑
隔
に
よ
れ
ぽ
、
現
在
吉
川
町
の
上
内

川
地
区
に
鎮
座
す
る
の
は
内
川
神
社
一
社
で
あ
り
、
同
様
に
横
浜
市
金

沢
区
の
富
岡
地
区
に
鎮
座
す
る
の
は
富
岡
八
幡
嘗
一
社
の
み
な
の
で
、

こ
れ
ら
は
か
っ
て
の
女
体
社
が
合
魂
さ
れ
て
い
る
神
社
に
、
一
応
比
定

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
現
地
調
査
の
結
果
で
は
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
確
証
を
得
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
他
の
所
在
不
明

の
女
体
社
と
共
に
今
後
の
検
討
に
期
し
た
い
と
思
う
。

三
、

女
体
社
の
成
立
事
情
と
そ
の
宗
教
的
性
格

の
解
明
に
向
け
て
の
…
詔
書

　
ω
　
分
布
状
況
の
特
徴
と
グ
ル
ー
プ
分
け

　
合
計
十
回
に
お
よ
ぶ
現
地
調
査
に
よ
り
、
現
存
す
る
女
体
社
二
十
一
社
、
そ

れ
と
他
の
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
他
の
神
社
と
合
祀
す
る
な
ど

し
て
社
名
の
変
わ
っ
た
も
の
な
ど
七
例
（
十
三
社
）
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
一
連
の
調
査
の
結
果
、
女
体
祉
と
称
す
る
神
社
は
社
殿
の
形
式
、
境

内
の
状
況
、
神
社
と
し
て
の
規
模
な
ど
の
点
に
お
い
て
は
、
一
般
の
神
社
と
ほ

と
ん
ど
大
差
の
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
従
っ
て
、
「
女
体
し
と
い
う
特
異
な

社
名
を
名
乗
る
と
は
言
え
、
今
田
で
は
神
祉
そ
の
も
の
は
、
何
の
変
哲
も
な
い

村
落
神
社
化
し
て
い
る
と
言
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
立
地
条
件
も
し
く
は
周
辺
の
環
境
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
女

体
社
に
固
有
の
玉
算
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
河
川

・
用
水
に
沿
っ
て
鎮
座
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
表
m
参
照
）
。
こ
の
点
に

着
農
す
る
と
、
関
東
地
方
の
女
体
社
叢
は
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
ず
一
つ
は
江
戸
川
・
中
川
（
庄
内
古
川
）
・
古
利

根
川
・
元
荒
川
・
綾
瀬
川
な
ど
の
流
域
に
分
布
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

一
群
と
み
る
こ
と
の
で
き
る
理
由
は
、
近
世
初
頭
に
改
修
さ
れ
る
以
前
の
利
根

川
の
本
流
は
古
利
根
川
で
あ
っ
て
、
元
荒
川
や
綾
瀬
川
な
ど
は
そ
の
支
流
を
構

成
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
江
戸
川
は
か
つ
て
の
庄
内
古
川
（
中
川
）
の
下
流
の

重
日
川
に
利
根
川
の
河
道
を
つ
な
い
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
地
域
の
女
体
社
は
利
根
川
水
系
の
女
体
社
群
と
し
て
把
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
の
は
十
二
、
三
社
あ

り
、
数
と
し
て
は
最
も
多
い
。
第
二
は
、
か
つ
て
の
見
回
に
面
し
た
と
い
わ
れ

る
足
立
郡
三
室
村
の
女
体
社
（
現
浦
和
市
富
本
の
氷
川
女
体
神
社
）
を
中
心
に
、

見
沼
代
用
水
お
よ
び
そ
の
支
流
を
な
す
黒
沼
用
水
・
新
川
用
水
な
ど
に
沿
っ
て

分
布
す
る
も
の
で
、
約
八
社
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
見
沼
代
用

水
本
支
流
の
女
体
社
群
と
規
定
し
て
お
き
た
い
。
尚
、
鵠
沼
溜
井
を
干
拓
し
て
、

代
用
水
路
開
墾
工
事
が
完
成
し
た
の
は
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
の
こ
と
で

　
②
あ
り
、
こ
の
第
一
　
グ
ル
ー
プ
の
女
体
社
群
の
成
立
が
実
際
に
屠
水
の
敷
設
と
関

係
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
ら
の
勧
請
年
代
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
も
な
ろ
う
。

第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
多
摩
川
の
沿
岸
、
な
い
し
は
そ
こ
か
ら
比
較
的
近
い
と
こ

ろ
に
分
布
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
五
社
あ
り
、
多
摩
川
水
系
の
女
体
社
群

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
ぎ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
以
上
の
三
グ
ル
…
プ
に
属
し
な
い

も
の
も
一
、
二
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
久
良
岐
暴
富
岡
村
の
女
体
社
（
富
岡
村
は

現
横
浜
布
金
沢
区
窟
岡
。
但
し
神
社
の
所
在
は
不
畷
）
だ
が
、
舟
運
を
利
用
す

れ
ば
多
摩
川
の
河
口
と
は
比
較
的
近
い
の
で
、
こ
れ
は
と
り
あ
え
ず
第
三
グ
ル

ー
プ
に
含
め
て
お
き
た
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
栃
木
県
真
岡
市
に
現
存
す
る
熊

野
女
体
神
社
は
、
熊
野
信
悌
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の

／＼
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面
で
他
の
女
体
社
と
異
質
で
あ
り
、
し
か
も
地
理
的
に
も
利
根
川
と
は
あ
ま
り

に
も
離
れ
過
ぎ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
い
ず
れ
に
も
属
し
な
い
単
独
型
と
み
る

ほ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
分
布
状
況
の
違
い
が
、
お
そ
ら
く
成
立

時
期
、
勧
講
の
背
景
、
借
輝
の
内
容
な
ど
の
違
い
と
も
重
な
り
合
う
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
女
体
社
の
研
究
史
に
つ
い
て
だ
が
、
管
見
の
範
囲
で

は
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
こ
と
に
利
根
川
流
域
の
神
祉
分
布
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

こ
れ
ま
で
西
角
井
正
慶
氏
、
荻
原
龍
夫
氏
、
倉
林
正
次
・
黒
川
弘
賢
・
坪
井
洋

　
　
　
　
　
　
　
ル
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
三
氏
の
グ
ル
ー
プ
、
お
よ
び
北
見
俊
夫
氏
な
ど
多
く
の
先
掌
に
よ
っ
て
、
詳

し
い
調
査
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
利
根
川
の
上
・
中
・
下
流
域
の
各
々
の
神

言
信
仰
の
相
違
や
祭
紀
圏
の
問
題
、
あ
る
い
は
河
川
が
文
化
伝
播
の
媒
介
に
な

る
と
い
っ
た
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
体
社
の
存

在
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
い
ず
れ
の
研
究
に
お
い
て
も
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
意
昧
で
、
本
研
究
は
こ
の
地
域
の
神
社
研
究
に
全
く
新
し
い
素
材
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
働
　
成
立
時
期
を
め
ぐ
る
問
題

　
関
東
地
方
の
女
体
社
群
の
勧
請
さ
れ
た
時
期
を
解
明
す
る
に
ぱ
、
伝
承
や
現

地
調
査
に
頼
る
わ
け
に
ば
い
か
ず
、
や
は
り
原
則
と
し
て
文
献
史
料
に
依
拠
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
女
体
社
の
関
運
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
基
本
文

献
と
し
て
は
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
も
の
で
あ
る
以
上
、

擶
武
蔵
國
内
に
関
し
て
ぱ
、
そ
れ
が
編
纂
さ
れ
た
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

が
下
限
で
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
う
ち
　
疋
立

郡
｝
二
室
村
の
女
体
社
に
つ
い
て
は
比
較
的
多
く
の
史
料
が
残
り
、
建
武
鷹
年

（
｝
三
三
七
）
八
月
五
臼
性
尊
筆
写
の
大
般
若
経
奥
書
に
「
建
武
四
年
丁
丑
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

月
六
墨
黒
時
、
女
膿
大
明
神
御
示
現
日
」
と
あ
る
記
事
を
初
見
と
し
て
、
「
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

罐
宮
神
主
」
宛
の
元
亀
三
年
（
一
五
七
三
）
十
月
廿
｝
繭
北
条
氏
印
判
状
な
ど
、

中
世
に
遡
り
う
る
も
の
を
数
点
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
埼
玉
郡
上
内
村
の
女
禮

権
現
岳
（
現
在
は
埼
玉
県
鷲
宮
町
の
鷲
宮
神
社
に
合
麗
）
は
、
『
新
編
武
蔵
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
一
六
七
－
几
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
鷺
八
－
℃
〉

土
記
稿
』
の
記
事
に
「
延
寳
七
年
再
興
の
棟
札
に
天
正
十
五
年
二
月
法
印
懸
範

建
立
す
と
あ
り
」
と
見
え
る
か
ら
、
天
正
十
五
年
に
創
建
さ
れ
た
と
み
て
ほ
ぼ

誤
り
な
い
だ
ろ
う
。
天
正
と
思
え
ば
、
埼
玉
商
船
越
村
（
現
加
須
市
船
越
）
の

女
体
社
の
別
当
寺
で
あ
っ
た
如
体
寺
は
、
同
寺
過
去
緩
に
天
正
十
年
（
一
五
八

二
）
の
創
建
で
、
開
由
は
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
入
寂
し
た
法
印
野
山
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

あ
る
旨
が
記
さ
れ
る
と
い
う
。
従
っ
て
、
こ
の
女
体
社
と
ほ
ぼ
岡
蒔
期
の
成
立

か
と
思
馨
る
が
規
姦
の
天
井
部
に
は
丑
醜
難
癸
未
三
月
廿
三
暴

　
　
　
　
〔
マ
ご

建
立
如
髄
書
見
國
ケ
長
久
庭
」
と
い
う
、
や
や
時
代
が
下
が
る
こ
と
を
示
唆
す

る
墨
書
銘
も
あ
る
。
但
し
、
現
存
す
る
社
殿
の
中
に
は
．
再
建
さ
れ
た
も
の
も
少

な
く
な
い
点
を
考
慮
す
れ
ほ
、
棟
札
や
墨
書
銘
の
年
紀
が
直
ち
に
創
建
年
代
を

示
す
根
拠
に
な
ら
な
い
こ
と
は
雷
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
、
栃
木
県
真

岡
市
の
能
…
野
女
体
神
社
も
、
『
真
購
市
史
』
や
『
栃
木
県
の
地
名
』
な
ど
で
は

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
の
勧
請
と
さ
れ
て
い
る
が
、
典
拠
は
不
詳
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
乏
し
い
史
料
の
中
で
、
以
上
の
よ
う
に
成
立
が
織
豊
期
以
前

に
遡
り
う
る
こ
と
を
示
す
も
の
が
あ
る
点
は
注
脂
に
値
し
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
水
系
が
女
体
社
群
の
勧
請
と
密
接
な
関
連
が
あ
っ
た
と
仮
定
す

る
と
、
勧
請
の
時
期
を
あ
る
程
度
限
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
例
え
ば
、

利
根
川
水
系
の
女
体
祉
群
の
場
合
、
利
根
川
治
水
の
た
め
の
改
修
事
業
ぱ
文
禄

三
年
（
一
五
九
四
）
に
、
忍
城
主
松
平
忠
吉
の
家
臣
小
笠
原
三
郎
左
衛
門
に
よ

っ
て
始
め
ら
れ
た
の
が
鳴
矢
と
さ
れ
る
の
で
、
勧
請
さ
れ
た
工
期
も
一
応
そ
れ

プ、
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表
m
　
女
体
社
と
河
川
・
用
水
と
の
関
係

　
※
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
所
見
の
女
体
社

（
社
名
・
河
川
名
の
表
記
は
原
購
と
し
て
同
書
に
よ
る
）

所
　
　
在
　
　
地
　
　
と
　
　
神
　
　
社
　
　
名

（
現
状
）

　　　　　葛
〃〃〃〃〃飾〃

郡
彦
野
村

　
彦
糸
村

　
采
女
瓢
箪

　
樋
ノ
潤
柑

　
川
藤
村

　
上
内
川
村

下
内
川
村

　
〃
　
牛
臨
村

荏
原
郡
嶺
　
　
村

橘
樹
郡
馬
網
村

　
〃
　
南
河
原
村

　
〃
　
　
　
　
　
　
〃

　
〃
　
戸
手
村

久
良
岐
郡
富
岡
村

足
立
郡
中
曽
根
村

　
〃
　
三
室
村

　
〃
　
内
野
村

　
〃
　
大
間
木
村

埼
玉
郡
変
塚
村

〃〃〃〃〃〃〃〃

女
騰
権
現
社
（
埼
玉
県
三
郷
市
彦
野
、
女
体
神
社
）

女
禮
権
現
社
（
埼
玉
県
三
郷
市
彦
糸
、
女
体
神
社
）

女
膿
権
現
社
（
埼
玉
県
三
郷
市
采
女
、
女
体
神
社
）

女
騰
権
現
社
（
千
葉
県
松
戸
市
樋
野
口
、
女
体
神
社
）

女
　
艦
　
社
（
埼
玉
県
吉
川
町
川
藤
、
武
輝
神
社
に
合
瀧
）

女
膿
権
現
社

（
四
　
社
）

如
髄
権
現
社
（
埼
玉
県
吉
川
町
下
内
川
、
大
岩
神
祉
に
合
祀
）

（
五
社
）

女
　
艦
　
社
（
埼
玉
県
春
日
部
市
牛
島
、
女
体
神
社
）

女
髄
権
現
社
（
菓
京
郡
太
田
区
東
嶺
町
、
白
山
神
社
と
改
称
）

女
艦
権
現
社
（
神
奈
川
県
川
崎
市
高
津
区
馬
絹
、
馬
網
神
社
と
改
称
）

女
膣
権
現
社
（
神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
幸
町
、
女
体
神
社
）

女
　
艦
　
社

女
文
権
現
社
（
神
奈
州
県
川
崎
市
幸
区
紺
屋
町
、
女
体
神
社
）

女
商
権
現
象

女
髄
社
（
埼
玉
県
草
加
市
中
根
町
、
女
体
神
社
）

女
　
膿
　
社
（
埼
玉
県
浦
憩
市
宮
本
、
氷
川
女
体
神
祉
）

女
騰
権
現
社

女
髄
明
神
社
（
埼
玉
県
浦
和
竃
大
問
木
、

女
鰹
権
現
社
（
埼
玉
県
越
谷
市
川
柳
町
、

袋上江芋船梅平柿
　内藏茎越田方木
村村村村村立村村

女女女女女女女女
　艦髄
灘権i権鰹髄髄艦艦

女
髄
権
現
社

女
艦
権
現
社

女
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氷
川
女
体
神
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
体
神
社
）

社
（
埼
玉
県
草
加
帯
柿
木
騰
、
女
体
神
社
）

社
（
埼
玉
渠
越
谷
菊
平
方
、
女
帝
神
社
）

社
（
埼
玉
県
春
日
部
市
梅
田
、
女
体
神
社
）

社
（
埼
玉
県
加
須
市
船
越
、
如
体
神
祉
）

社
（
埼
玉
県
騎
西
町
芋
茎
、
女
体
神
社
）

　
（
埼
玉
漿
久
喜
市
江
蘭
、
久
伊
豆
神
社
に
合
禧
）

　
（
埼
玉
県
鷲
宮
町
鷲
宮
、
鷲
宮
神
社
に
合
祀
）

社
（
埼
玉
県
吹
上
町
袋
、
袋
神
社
と
改
称
）

付
近
の
河
川
、
用
水
等

古
利
根
川
（
中
川
）
、
江
戸
川
、
萬
西
用
水

古
利
根
川
（
中
川
）
、
江
戸
川
、
東
野
襲
用
水

虫
利
根
川
（
中
川
）
、
江
戸
川
、
東
葛
西
用
水

江
戸
川
、
書
江
戸
川
、

古
利
根
川
（
中
川
）
、
東
葛
西
用
水
、
二
郷
御
領
新
田
用
水

庄
内
古
川
（
中
川
）
、
江
戸
川
、
二
郷
旧
領
町
田
用
水

庄
内
古
川
（
中
川
）
、
江
戸
川
、
二
郷
半
領
新
田
用
水

古
樹
根
川
、
庄
内
古
川
、
倉
松
落
堀

多
磨
川
、
六
郷
用
水

多
磨
川
、
（
用
水
、
溜
井
あ
り
）

多
磨
川
、
大
師
河
原
用
水

多
磨
川
、
大
師
河
原
用
水

多
磨
川
、
川
崎
大
用
水
、
大
師
河
原
用
水

（
海
岸
に
藏
す
、
水
利
不
便
）

新
曲
瀬
川
、
綾
瀬
川

三
沼
代
用
水
、
芝
川

三
沼
代
用
水
、
芝
川

三
沼
代
用
水
、
芝
川

血
潮
瀬
川
、
元
芝
川
、
八
条
用
水

古
利
根
川

古
利
根
川
、
葛
西
用
水

古
利
根
川
、
古
隅
田
川
、
黒
沼
用
水

新
川
用
水

新
川
用
水
、
星
川

新
川
用
水

新
川
用
水

元
荒
川
、
忍
川
、
成
田
用
水

…
δ



※
『
瓢
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
未
見
の
女
体
社
、
お
よ
び
旧
武
蔵
国
以
外
の
女
体
社

埼
玉
県
久
喜
市
野
久
喜
五
九
六
　
太
田
神
社
（
洞
埼
玉
郡
野
久
喜
村
の
女
体
社
二
社
を
合
祀
）

千
葉
県
松
戸
衝
横
須
賀
二
六
　
女
体
神
祉

　
〃
　
野
田
市
今
上
一
二
＝
二
　
女
体
神
社

　
〃
　
野
田
撫
今
上
一
五
一
三
　
女
体
神
社

栃
木
県
真
岡
市
台
町
二
四
六
〇
　
熊
野
女
体
神
社

葛
西
用
水

坂
川
、
江
戸
川

江
戸
川

江
戸
川

行
屋
川
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以
前
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
見
沼
代
用
水
本
支
流
に
沿
っ

て
鎮
座
す
る
女
体
社
に
つ
い
て
も
、
代
用
水
路
開
難
工
事
が
享
保
十
二
年
（
一

七
二
七
）
に
起
工
さ
れ
、
翌
十
三
年
（
一
七
一
一
八
）
に
完
成
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
以
後
の
成
立
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
南
北
朝
期
に
遡
り
う

る
三
室
村
の
女
体
社
か
ら
、
周
辺
村
落
へ
勧
請
さ
れ
た
ら
し
い
点
も
併
せ
て
う

か
が
わ
れ
よ
う
。
足
立
郡
中
曽
根
村
の
女
体
社
（
現
華
加
市
中
根
町
の
女
体
神

社
）
の
境
内
に
享
保
十
二
年
銘
の
庚
申
塔
が
あ
る
こ
と
や
、
同
社
に
享
保
十
三

年
銘
の
銅
製
幣
束
受
軸
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
点
を
裏
付
け

る
遺
物
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
見
沼
代
用
水
支
流
に
位
置
す
る
埼
玉
郡
般
越

村
（
現
加
須
市
般
越
）
の
女
体
社
の
場
舎
、
既
述
し
た
よ
う
に
明
ら
か
に
そ
れ

以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
、
や
は
り
こ
の
よ
う
に
そ
れ

だ
け
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
例
も
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
一
方
、
葛

飾
郡
采
女
新
田
の
女
面
擢
現
社
（
現
埼
玉
県
三
郷
市
采
女
の
女
体
神
社
）
に
つ

い
て
ぱ
、
采
女
新
田
が
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
一
糸
村
か
ら
分
村
し
て
い

る
の
で
、
女
体
社
の
勧
請
も
そ
れ
と
関
連
づ
け
て
理
解
し
た
く
な
る
。
と
こ
ろ

が
、
か
つ
て
の
利
根
川
の
本
流
で
あ
っ
た
古
利
根
川
や
中
川
に
お
け
る
河
周
交

通
（
商
品
交
易
）
は
、
す
で
に
中
世
後
期
に
は
か
な
り
発
達
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
（
例
え
ば
、
古
利
根
川
流
域
に
は
題
名
関
を
は
じ
め
七
ヶ
所
に
川
関
が

あ
っ
た
）
、
の
ち
に
采
女
新
田
が
開
さ
れ
る
地
域
を
含
む
こ
の
流
域
の
繁
栄
は

中
世
以
前
に
遡
り
う
る
点
か
ら
す
る
と
、
勧
請
を
安
易
に
近
世
の
新
田
開
発
の

み
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
も
問
題
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
検

討
し
て
み
る
と
、
女
体
社
の
成
立
時
期
は
、
勧
請
さ
れ
た
事
情
や
背
景
、
信
仰

の
内
容
と
性
格
、
さ
ら
に
は
各
女
体
祉
群
の
相
互
関
係
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
た

上
で
な
い
と
、
十
分
な
解
明
は
期
待
で
き
な
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
、
次
号
に
続
く
）

　
　
註

ω
小
野
文
雄
『
埼
玉
県
の
歴
史
』
（
一
九
七
一
年
）
一
三
〇
～
三
三
頁
参
照

②
見
沼
代
用
水
土
地
改
良
番
謡
『
見
沼
代
用
水
沿
革
史
』
（
一
九
五
七
年
）
に
詳
し

　
い
㈹
「
祭
配
圏
の
問
題
」
（
局
氏
『
古
代
祭
祀
と
文
学
』
所
収
、
一
九
六
六
年
掛

働
「
大
河
畔
に
お
け
る
宗
教
文
化
伝
播
の
諸
相
，
i
中
世
利
根
川
文
化
翻
璽
考
察
脇
（
肥
後

　
先
生
古
稀
記
念
論
文
旧
刊
行
三
編
欄
日
本
文
化
史
研
究
』
掲
載
、
一
九
六
九
年
。

　
の
ち
同
氏
『
神
々
と
村
落
』
藤
収
、
一
九
七
八
年
）

㈲
「
利
根
川
流
域
に
お
け
る
神
社
信
仰
の
特
微
」
（
九
掌
会
連
合
利
根
川
流
域
調
査

　
委
員
会
編
『
利
根
川
…
自
然
．
文
化
．
祉
会
』
（
一
九
七
一
年
）
第
五
章
第
二
節

曼



267牛由：関東地方における女体社の調査概報（中）

㈲
『
川
の
文
化
』
（
一
九
八
一
年
）
。
と
く
に
「
川
の
民
俗
文
化
」
V
神
々
の
通
路
と

　
し
て
の
川

の
稲
村
担
元
『
武
蔵
史
料
銘
記
集
掘
一
三
八
号

㈲
『
武
捌
文
書
恥
第
三
分
冊
、
三
室
柑
女
躰
社
神
職
武
笠
外
記
所
蔵

⑨
加
須
甫
史
編
さ
ん
室
編
『
加
須
市
の
神
社
・
寺
院
』
（
一
九
八
三
年
）

⑳
埼
玉
県
神
社
庁
神
社
調
査
団
編
『
埼
玉
の
神
社
入
聞
．
北
埼
玉
．
秩
父
』
（
一
九
八
六

　
年
）

Gの

帥
ﾖ
参
照

働
筆
者
の
現
地
調
査
に
よ
る
。
前
章
⑳
の
革
加
市
中
根
町
の
女
体
神
社
の
項
参
照

㈲
草
加
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
草
加
の
社
寺
隔
（
　
九
八
五
年
）

㈲
鴨
新
武
蔵
風
土
記
稿
臨
巻
之
三
十
一
、
葛
飾
郡
之
十
二
、
采
女
新
田
の
項

㈱
利
根
川
の
交
通
や
舟
運
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
邊
が
な
い
が
、
こ
こ
で
は
と
り

　
あ
え
ず
遠
藤
忠
「
古
利
根
川
の
中
世
水
路
関
」
（
『
八
潮
市
史
研
究
臨
四
、
一
九
八

　
二
隼
）
を
参
照
の
こ
と
。

⑯
な
お
、
中
世
に
は
彦
糸
村
や
采
女
新
田
を
含
む
地
域
は
、
下
川
辺
荘
に
属
し
て
い

　
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
中
世
荘
園
村
落
か
ら
の
視
点
も
今
後
の
課
題
で

　
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
十
一
月
三
十
日
　
受
理
）

壼


